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2．学生支援ニーズの把握およびそれに基づく支援の提供 

 

（1）各種調査の設計・実施・分析 

 

1）新入生の生活に関する調査 

 

調査の概要 

平成 23 年度から 25 年度に本学への入学を予定している学生およびその保護者を対象に、

有益な学生支援の検討および実施を行うことを主たる目的として「新入生の生活に関する調

査」を実施した。 

調査の概要は以下のとおりである。 

 

・調査目的： 

入学を予定している方の実情をふまえ、有益な学生支援の検討および実施を行うための資

料とすることを目的とする。 

具体的には、下記 4 点を中心とする。 

1． 新入生個々の大学教育や将来への多様なニーズを把握し、適切な学生支援事業を入学時

から行うために、新入生個々の情報を得る。  

2． 新入生の標準的な学生生活の状況を把握する。  

3． 新入生の家庭状況からその経済的基盤を推定することにより、お茶の水女子大学におけ

る学生支援事業を改善するための基礎資料とする。  

4． 国立大学入学者の学生生活・家庭状況・進路状況などに関する調査研究を行うための基

礎資料とする。  

 

・調査時期：2011 年 3 月（平成 23 年度調査）、2012 年 3 月（平成 24 年度調査）、 

2013 年 3 月（平成 25 年度調査） 

 

・調査方法： 

郵送による送付・返送。一般入試合格者（および保護者）に対しては、他の入学手続関係

書類に調査票および調査返送用封筒を同封し、他の書類とともに回答の返送を依頼した。 

その他の方法での合格者（および保護者）に対しては、別途、調査時期に、調査票および

調査返送用封筒を送付し、返送を求めた。 

 

・調査分析対象： 

返送者のうち分析許可を得ることができなかった者は分析対象から除外した結果、次のよ

うな有効回答数（有効回答率）となった。 
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「新入生を対象とした調査（以降、新入生対象調査とする）」 

・平成 23 年度学部入学者 484 名。有効回答数 396 名（入学者のうち 81.8％）。 

・平成 24 年度学部入学者 484 名。有効回答数 400 名（入学者のうち 82.7％）。 

・平成 25 年度学部入学者 482 名。有効回答数 407 名（入学者のうち 84.4％）。 

 

「新入生の保護者を対象とした調査（以降、新入生保護者調査とする）」 

・平成 23 年度学部入学者のうち私費留学生を除いた 480 名。有効回答数 382 名（入学者

のうち 79.6％）。 

・平成 24 年度学部入学者のうち私費留学生を除いた 483 名。有効回答数 398 名（入学者

のうち 82.4％）。 

・平成 25 年度学部入学者 482 名。有効回答数 400 名（入学者のうち 82.3％）。 

  ※平成 25 年度は私費留学生がいなかったため、すべての学部入学者の保護者を調査対象

とした。 

 

※個人情報について： 

お茶の水女子大学では、個人情報の管理に関する規程および個人情報の公開に関する 

取扱要項等の規定を定めて、本学が保有する個人情報の適正な管理に努めている（詳細は、

http://www.ocha.ac.jp/plaza/info_public/individual/index.html 参照）。調査票は、大学

で付けた ID 番号で管理をし、回答者の氏名や住所などは記載せずに回答・返送を求めた。 

 

調査内容は、出身高校、家族、志望動機、進路選択、卒業後の進路志望、学生生活の経済

的基礎、学生支援活動への期待（以上は新入生自身への調査）、家計支持者の職業、世帯年収、

学歴、学生支援活動への期待（以上は新入生の保護者への調査）など多岐にわたるもので、

いずれも、大学生活の基盤や大学へのニーズを明らかにすることによって、本学の学生・キ

ャリア支援活動をより効果的に実行するための基礎資料として活用することを目的としてい

る。 

 

こうした目的に加え、一部の調査項目については、回答者の許可を得た回答結果を学生カ

ルテシステムに個人情報として登録することとしている。それにより、単なる調査にとどめ

ず、必要とされている支援情報を、個々の学生に応じてダイレクトに提供することを可能に

することが期待できる。 
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「新入生の生活に関する調査」と「学生カルテシステム」の関連についての概念図 
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調査の結果 

 

調査結果および調査票は、各年度で報告書としてまとめており、本学の学生・キャリア支

援チームで冊子として入手できる。ほか、TeaPot（お茶の水女子大学  教育・研究成果コレ

クション）(http://teapot.lib.ocha.ac.jp/ocha/)からも PDF 形式でダウンロード可能としてお

り、広く公開している。 

さらに報告書の内容の一部は、「学生支援センターResearch Report」としてまとめ、学生・

キャリア支援センター学生生活支援部門ホームページ内「調査結果のご報告」

(http://www.ocha.ac.jp/gss/support_center/research/index.html)にて、以下のように公開し

ている（以下は平成 25 年度調査の例）。 
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「新入生調査結果」に関する「学生支援センターResearch Report」の例 
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2）キャリア意識に関する調査 

 

調査の概要 

「新入生の生活に関する調査」などの結果から、「就職・キャリア支援」に対する本学の学

生および保護者のニーズが極めて高いことがわかった。その実施について検討することを主

な目的として、学部 1 年生～4 年生および大学院前期課程生を対象に「キャリア意識に関す

る調査」を実施した。調査の概要は以下のとおりである。 

 

・調査目的： 

学生の実情をふまえ、有益な学生支援の検討および実施を行うための資料とすることを目

的とする。具体的には、下記 4 点を中心とする。 

1． 本学の学生のキャリア意識・キャリア行動の特徴を把握し、キャリア意識を高めるため

にどのような支援を行ったらよいか検討する。 

2． 奨学金受給者、授業料免除者、寮生のキャリア意識・キャリア行動の特徴を把握し、ど

のような支援を行ったらよいか検討する。 

3． 本学のキャリア関連授業がどの程度浸透しているかを明らかにし、今後どのように授業

運営を行っていったらよいか検討する。 

4． 大学生活および経済・生活支援とキャリア意識・キャリア行動との関連を把握し、大学

生活の送り方や経済・生活支援の違いにより、キャリア意識、キャリア行動に違いが見

られるかを検討する。 

 

・調査時期：2011 年 10 月～11 月 

 

・調査方法：お茶の水女子大学学生ポータルサイトを用いたウェブ調査 

 

・調査協力依頼： 

お茶の水女子大学ホームページ、学生支援センターホームページ、学内掲示版、OchaML、
教員向け MLでの告知、図書館および情報基盤センターのTV画面への調査実施依頼の掲載、

学内でのチラシ配布等により、学生への調査協力依頼を行った。 

 

・調査分析対象： 

学部生 2,091 名および、大学院前期課程生 546 名。有効回答数 799 名（30.2％）。内訳は、

文教育学部 288 名（30.2％）、理学部 176 名（31.5％）、生活科学部 175 名（30.2％）、大学

院前期課程 156 名（28.6％）（詳細は以下参照）。 
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  学年別回収率 

 

 

 

 

 

 学部・学科別回収率 

 

※個人情報について： 

お茶の水女子大学では、個人情報の管理に関する規程および個人情報の公開に関する取扱

要項等の規定を定めて、本学が保有する個人情報の適正な管理に努めている（詳細は、 

http://www.ocha.ac.jp/plaza/info_public/individual/index.html 参照）。 

 

  

対象者数 回収数 回収率(%)
合計 2637 799 30.2
文教育学部 953 288 30.2

人文科学科 259 93 35.9
言語文化学科 382 92 24.1

人間社会科学科 196 74 37.8
芸術・表現行動学科 116 29 25.0

理学部 559 176 31.5
数学科 93 34 36.6

物理学科 99 29 29.3
化学科 88 27 30.7

生物学科 109 46 42.2
情報科学科 170 40 23.5

生活科学部 579 175 30.2
食物栄養学科 157 39 24.8

人間・環境科学科 107 37 34.6
人間生活学科 315 99 31.4

大学院前期課程 546 156 28.6
比較社会文化学 154 44 28.6
人間発達科学 70 18 25.7

ジェンダー社会科学 48 9 18.8
ライフサイエンス 116 39 33.6

理学 158 46 29.1
無回答 - 4 -

対象者数 回収数 回収率(%)
1年生 484 173 35.7
2年生 480 130 27.1
3年生 519 203 39.1
4年生 608 127 20.9
大学院前期課程1年生 277 98 35.4
大学院前期課程2年生 269 64 23.8
無回答 - 4 -
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調査の結果 

 

調査結果および調査票は報告書としてまとめており、本学の学生・キャリア支援チームで

冊子として入手できる。ほか、TeaPot（お茶の水女子大学  教育・研究成果コレクション）

（http://teapot.lib.ocha.ac.jp/ocha/）からも PDF 形式でダウンロード可能としており、

広く公開している。 

報告書の一部は、「学生支援センターResearch Report」として以下のようにまとめ、学生・

キャリア支援センター学生生活支援部門ホームページ内「調査結果のご報告」にて、以下の

様に公開している(http://www.ocha.ac.jp/gss/support_center/research/index.html）。 
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「キャリア意識に関する調査結果」に関する「学生支援センターResearch Report」の例 
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3）留学生に対するヒアリング調査 

 

調査の概要 

本学の留学生数は、多少の増減はあるものの、2005 年度以降、230 名前後でほぼ横ばいの

状態にある。しかし留学生に対する学生支援のニーズについて、個人レベルのもの以上に捉

え、十分に検討してきたとは言い難い。そこで、本学の留学支援の現状および課題を明らか

にすることを主たる目的として、本調査を実施することとした。 
なお本学の留学生数は、非正規生、大学院生が多く、調査用紙の一斉配布・回収が難しい

と思われるため、本調査は半構造化ヒアリングによって行うこととした。 

 

調査目的：留学生支援の現状、課題を明らかにし、今後どの様な支援が必要かを検討する 

調査日時：平成 24 年 10 月 

調査対象：留学生の学生モニター 

主な調査事項：様々な方面（教育、生活全般、キャリア、就職…等）での留学生支援の現

状と課題 

 

調査の結果 

 ヒアリング調査を行った結果、「留学生相談室」「教育関連」「キャリア関連」「生活支援」

について以下のような声があがった。 

 

・留学生相談室について 

・留学生相談室はとてもよい。日本に来て何もわからないときに、どんなことでも相談で

きたり、教えてもらえるので、ありがたい。授業のレポートなども、チェックや相談に

乗ってくれるので助かる。 

・チューター制度がとてもよい。個人チューターがついてくれるので、相談しやすい。 

・チューター制度はありがたいが、チューターによって、留学生との関わり方に違いがあ

り、よくしてくれる人も多いが、あまり関わってくれない人もいる。事前にチューター

向けの研修や説明会を行って、チューターの質を向上させていくといいと思う。 

・留学生相談室の備品をもっと充実させてもらえるとありがたい。（パソコンが古くて遅い

ので、新しいものを補充してほしい、本・DVD が借りられて日本語の勉強になるのであ

りがたいが、小説などの蔵書をもっと増やしてほしい） 

 

・教育関連について 

・履修について相談に行きにくい。留学生は教務課のどこで相談していいか分からない。 

・授業で、日本語を学ぶ機会や、日本語試験対策、日本文化などを学ぶ機会があって、あ

りがたい。 
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・キャリア関連について 

・留学生向け就職説明会があるのはありがたいが、留学生を採用する企業や教育職(日本語

学校など)、進学などの情報が全般的に少ないので、もっと増えるといいと思う。 

・キャリアカウンセラーが、エントリーシートのチェックなどをしてくれるのがありがた

い。 

・他大学の留学生サークルに入っているが、そこではより多くの支援があり(常勤・非常勤

の紹介、留学生同士の交流や OG のサポートなど)、お茶大にもそうした交流の場がある

といい。 

 

・生活支援について 

・日本に来た当初は、区役所の手続きの仕方、銀行口座の作り方、携帯電話の契約の仕方

など、分からないことが多かったが、チューターに聞いて、教えてもらえたのがよかっ

た。 

・アルバイトの探し方が分からなくて困ったことがある。大学のアルバイト情報サイトは、

日本人と留学生の区別がなく、アルバイトの応募をしても留学生は断られることが多い

ので、留学生向けのアルバイト情報があるといい。 

・研究生と正規生で、扱いがかなり違う感じがする。例えば、研究生では寮に入れない、

ガイダンス等も少なく、どんな授業を取ればいいか分からないなど、あまり支援が受け

られないと感じる。 

・寮の提供や留学生向けのイベント(国際交流の夕べ、茶道教室、生け花教室など)などが

あって、日本文化を体験する機会があるのがいい。 

・他大学でやっていたことだが、日本人の家庭での短期ホームスティなどができるといい

と思う。 

・日本人学生と留学生の交流の機会が少なく、残念。学内に気軽に行ける交流の場がある

といいと思う。 

 

ほか、「留学生の支援をしてもらえるのはありがたいが、支援の担当がばらばらで、困った

ときにどこに相談に行ったらいいかが分かりにくい。国際交流チーム、グローバル教育セン

ター、学生・キャリア支援チームなど、いろいろあるが、こんな問題があったらここに行け

ばいい、というような一覧があると便利だと思う。」といった声もあがっていた。 
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（2）学生モニター制度の試行 

 

学生モニター制度の概要 

 

 「生活支援（学生寮など）」「経済的支援（奨学金や授業料免除など）」「就職・キャリア支

援」といった学生支援の実施について、学生自身の目線からみた意見・提案を求めることを

目的とし、平成 22 年度前期に学生モニター制度についての検討を行い、平成 22 年度後期、

23 年度、24 年度にわたって、その施行にあたった。 
 学内掲示や学生支援センターホームページを通して、以下のように本制度の告知や学生モ

ニター募集説明会のアナウンスを行い、学生モニターに関心を持った学生に対しては、年 2
回程度（前期・後期）、説明会を実施した（告知は、ホームページ上にて常時実施）。 
 

 

学生モニター募集・説明会案内ポスター 
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説明会においては、以下の資料（平成 23 年度前期の例）などをもとに説明を行い、学生モ

ニターの登録を希望する学生には、関連書類の提出を求めた。 
 

 
学生モニター説明会資料の例 
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さらに、「留学生に対するヒアリング調査」を行うと同時に、留学生の学生支援ニーズによ

り着目することを目的として、平成 23 年度後期からは留学生を対象とした募集も以下のよう

に別途実施した。 
 

 
留学生モニター募集・説明会案内ポスター 

 
 その結果、以下のように多くの学生モニターを集めることができ、定期的な報告書の提出

やグループでのミーティングなどをとおして、学生にとって有益な学生支援を検討し、その

実施を推し進める一助となっている。 
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学生モニター制度の試行状況の概要 

時期別 
モニター数 

報告書の主な内容 その他 

平成 22 年度後期

（35 名）

・10 月（後期履修予定、昼休み・放課後・休日の過

ごし方、大学に求める支援など） 
・11 月（キャンパスガイド改善提案など） 
・12 月（大学卒業後の進路希望、就職活動内容、進

路に関して大学に求める支援など） 
・1 月（学生交流スペースの必要性、学生会館・食

堂・図書館などの利用状況な 
・2 月（学生寮について） 

・進路希望・ 
内定の Web 
登録モニター 
業務 

・新入生調査 
設計モニター 
業務 

平成 23 年度前期

（144 名）

・5 月（前期履修予定、昼休み・放課後・休日の 
過ごし方、大学に求める支援、モニター志望動機

など） 
・6 月（この 1 年の主な活動予定、アルバイト・ 

ボランティアの予定など） 

 

平成 23 年度後期

（128 名）

・11 月（後期履修予定、昼休み・放課後・休日の 
過ごし方、学生支援に関する情報収集方法など）

・1 月（この 1 年の主な活動の振り返り、長期休暇

の予定など） 

・キャリア意識調

査設計 
モニター＆ 
回答促進業務 

平成 24 年度前期

（141 名）

・5 月（前期履修予定、昼休み・放課後・休日の 
過ごし方、大学に求める支援、モニター志望動機

など） 
・7 月（この 1 年の主な活動予定、アルバイト・ 

ボランティアの予定など） 

 

平成 24 年度後期

（106 名）

・11 月（後期履修予定、昼休み・放課後・休日の 
過ごし方、学生支援に関する情報収集方法など）

・12 月（おいてほしい備品、学生寮での活動、交流

活動の希望など）→学生寮モニター、留学生モニ

ターのみ 
・12 月（受給経験の有無、周知方法の提案、希望 

する奨学金のタイプなど）→奨学金・授業料免除

モニター、留学生モニターのみ 
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学生モニターミーティング実施記録 

 
担当テーマは、次の通り。 
 

• 学生モニター制度 
• キャリア意識調査･就活支援（キャリア意識調査終了後、「キャリア･就職」に改名） 
• 学生寮 
• 奨学金･授業料免除 
• 部活動･サークル活動 
• アルバイト 
• 学生･キャリア支援センターHP ※事業期間中、組織統合によりに学生支援センターより呼称変更 
• 学生･キャリア支援センターメールマガジン 
• 留学生（平成 23 年度後期からの留学生モニター枠設置後、基本的に全てのテーマ 
について参加） 

 
以下は平成 23、24 年度学生モニターミーティング開催の記録です。 

 
平成 23 年度 

開催日 担当テーマ 内容 

6 月 24 日 学生寮 寮生活の問題点や大学への要望について 

7 月 1 日 キャリア意識調査･就活支援 キャリア意識調査項目協力 

7 月 5 日 アルバイト 就労アルバイトについての聞き取り 

7 月 6 日 学生モニター制度･ 

センターHP 

学生モニターへの連絡方法について 

センターHP の閲覧者数向上に向けて 

7 月 7 日 部活動・サークル活動 部活･サークル活動実態についての聞き取り 

7 月 12 日 奨学金･授業料免除 各種支援の認知と要望について 

10 月 28 日 キャリア意識調査･就活支援 実施中のキャリア意識調査回答率向上検討 

11 月 25 日 奨学金･授業料免除 

留学生 

奨学金関連サイト作成の為の情報収集と検討 

1 月 12 日 学生寮 

留学生 

次年度学生寮ガイドブック内容のチェック 

1 月 13 日 センターHP 

アルバイト 

部活動･サークル活動 

留学生 

次年度開始予定だったメールマガジンの 

発刊準備 
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平成 24 年度 

開催日 担当テーマ 検討内容 

7 月 3 日 奨学金･授業料免除 

センターHP 

留学生 

センターHP の奨学金･授業料免除ページの改善

検討 

7 月 4 日 キャリア･就職 

留学生 

他大学のキャリア･就職支援情報収集と検討 

7 月 10 日 学生寮 

留学生 

学生の暮らしに関する支援の検討 

7 月 11 日 学生モニター制度 

センターHP 

留学生 

他大学の学生による学生支援情報収集と検討 

7 月 17 日 メールマガジン 

留学生 

メールマガジン配信内容検討 

7 月 31 日 メールマガジン 

留学生 

メールマガジン発行に向けた意見交換 

10 月 10 日 留学生 留学生支援の現状と課題、今後の支援検討 

12 月 3 日 学生モニター制度 

留学生 

学生モニターミーティング参加の義務化を検討 

12 月 13 日 キャリア･就職 

留学生 

内定者の後輩就活支援等、学生間相互支援の 

強化について検討 
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（3）学生カルテシステムの設計および構築 

 

学生の生活実態を把握し、学生のニーズにきめ細かに対応する諸学生支援策（学生寮、授

業料免除、大学独自奨学金）を統合的かつ効率的に実行するために、学生支援カルテ（情報）

システム（独立型サーバー上で現教務事務管理システムを拡張し、カルテを管理するソフト

ウェアを開発）を設計・構築した。 

本システム上には、個々の学生ごとに、諸学生支援策を受けている状況とともに、平成 23
年度以降実施している「新入生の生活に関する調査」（「2.取組報告(1)学生支援ニーズの把握

およびそれに基づく支援の提供 1)各種調査の設計・実施・分析」参照）の回答などの情報を

蓄積している。 

※「新入生の生活に関する調査」より得ている情報は、以下のとおりである。 

・基本情報（氏名、学部学科、生年月日、住所、連絡先、出身高校、浪人・留学・就職 

の経験、入学後の住居形態など) 

・経済情報（家計支持者、年収（家計支持者・世帯）、奨学金・学費免除の状況（高校時・ 

大学時）など） 

・進路情報（大学卒業後の進路希望など） 

 

ログイン画面 

 

本システムには「検索機能」もあり、「学籍番号から学生を検索する」「項目を指定して学

生を検索する」「項目を組み合わせて学生を検索する」ことも可能となっている。 

 

 検索した学生については、カルテを表示することも可能である。 

 

検索結果一覧画面（カルテを表示する場合） 
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学生カルテ画面の例（一部） 

 

カルテ画面には、学生の特殊事情等の入力、修正、削除も可能である（権限付与者のみ）。 

 

ほか、検索結果を CSV 出力機能も加えることで、個々の学生情報の蓄積のみならず、学生

集団としての情報として分析することも可能としている。 

 

    

CSV 出力の例    
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